
競技規定

１）トーナメント方式で旗判定にて実施し、決勝戦まで各コートで行う。
２）２名にて赤・青同時に準決勝まで行い、決勝は１名にて演武を行う。
３）３位決定戦は行わない。
４）形の選定は以下の通りとする。

★審判員は前に５人並んでのジャッジをお願いします。
★斜め入場。形終了後は後方に下がり判定を待ってください。
★礼を忘れた場合、幼年・小学生までは促してください。
★「赤(青)の勝ち」のコールはコート係、もしくは待機中の審判員で行ってください。
★形が変わる回戦になりましたら、コート長の先生から説明をお願いします。
★反則があった場合は反則にせず、旗判定にてお願いします。

〈B〉組手競技
１）勝敗の決定は時間内に規定ポイント差がつくか、または制限時間終了後に
　　ポイントの多い選手が勝者となる。
２）制限時間終了時に同ポイントの場合は先取を有する者が勝者となる。
３）制限時間終了時の同ポイントで先取・ビッグポイントの差が無い場合、
　　判定で旗の多い選手が勝者となる。
４）決勝まで各コートで行う。
５）３位決定戦は行わない。
６）試合時間及び規定ポイントは以下の通りとする。

★１０カウントルールは採用しません。
〔防具について〕
１）拳サポーターは赤・青を着用すること。
      (※幼児・小学生はリバーシブル限定とする）
２）メンホ―を着用すること。
３)ボディプロテクターを着用すること。
      (※幼児・小学１，２年生は空手着の上から着用可）
４）ファールカップは小学５年生以上男子は着用すること。
      (※小学４年生以下は任意とする）
５）シンガード及びインステップガードは小学３年生以上は着用すること。
　　(※小学２年生以下は任意とする）

一般有段 ２分　　　　６ポイント差 ２分　　　　６ポイント差

幼年～小学６年生 １分３０秒　４ポイント差 １分３０秒　４ポイント差

中学生・シニア

一般女子・一般有級
１分３０秒　４ポイント差 ２分　　　　６ポイント差

一般有段
全空連第一・第二指定形 全空連第一・第二指定形・得意形

同じ形の連続使用は不可✕　交互の使用は可〇

種目 準決勝まで 決勝

幼年～小学１年生
太極・全空連基本形

太極・全空連基本形

全空連第一・第二指定形・得意形

同じ形の連続使用は可〇　(決勝まで１つの形を続けても良い）

小学2年生～中学生

一般有級・シニア

太極・全空連基本形
太極・全空連基本形

全空連第一・第二指定形・得意形

同じ形の連続使用は不可✕　交互の使用は可〇

～大会申し合わせ事項～

（公財）全日本空手道連盟競技規定および本大会申し合わせ事項に準じて行う。

〈A〉形競技

種目 1回戦～ 準決勝・決勝


